
発表①考古学「埼玉の旧石器研究～１万６千年より前の埼玉～」

　　　　　　　尾崎 沙羅　( 埼玉県立歴史と民俗の博物館 学芸員 )

発表②考古学「近世の墓地遺跡」

　　　　　　　中島　萌　( 埼玉県立歴史と民俗の博物館 学芸員 )

発表③歴史 「中近世移行期における統一政権と武蔵国」

　　　　　　　青木 裕美　( 埼玉県立文書館 学芸員 )

発表④民俗 「住まいが語る暮らしの記憶　―文化財の住宅に見る保存のかたち」

　　　　　　　佐藤 夏美　( 埼玉県立歴史と民俗の博物館 学芸員 )

発表⑤自然 「地衣類はどこにいる？～奥秩父の原生林から美術館まで～」

　　　　　　　木山 加奈子　( 埼玉県立自然の博物館 学芸員 )

第１５回 埼玉県学芸員合同研究発表会

埼玉県教育委員会では、学芸員の日々の研究活動を理解してもらうとともに、

研究成果を広く公開するため、平成２３年度より毎年

「学芸員合同研究発表会－ミュージアムフォーラム－」を県立博物館８館合同で開催してきました。

第１５回目を迎える今回は、埼玉県立歴史と民俗の博物館を会場に、

県立博物館・美術館の将来を担う学芸員５名が、近年取り組んできた研究の成果について発表します。

埼玉県教育委員会
埼玉県立歴史と民俗の博物館、埼玉県立さきたま史跡の博物館、埼玉県立嵐山史跡の博物館、
埼玉県立自然の博物館、埼玉県立近代美術館、埼玉県立文書館、さいたま文学館、埼玉県立川の博物館

令和８年１月３１日 （土） １０：００～１５：５５

〒330-0803 さいたま市大宮区高鼻町 4-219
Tel: 048-645-8171　Fax: 048-640-1964

聴講無料

—ミュージアムフォーラム—

定員 :１５０名

※受付開始９：３０（開館時間は９：００）

※東武アーバンパークライン（野田線）大宮公園駅より徒歩 5分
※駐車台数 (15 台 ) に限りがありますので、できるだけ公共交通
　機関をご利用ください。

日時

主催

※展示室の観覧には、別途観覧料が必要。( 事前申込制。定員を超えた場合は抽選 )

会場 埼玉県立歴史と民俗の博物館

彩の国
埼玉県

埼玉県のマスコット
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 9：30 ～ 10：00 　受付開始

10：00 ～ 10：10　開会

11：50 ～ 13：15　休憩

15：50 ～ 15：55　閉会

（１）電子申請または（２）往復はがきによりお申込みください。
※定員を超えた場合は抽選

(１) 電子申請システム （１申込につき一人）
埼玉県立自然の博物館ホームページのリンク又は二次元コード
からお申し込みください。
(２) 往復はがき（１枚につき一人）
返信先の住所を記入した往復はがきに「ミュージアムフォーラム
参加希望」と明記し、氏名、電話番号、メールアドレス（メール
アドレスがない方は不要）を記入の上、右記の問合せ先までお送り
ください。

問合せ・申込み先

埼玉県立自然の博物館

（会場館とは異なります。ご注意ください）

〒369-1305 秩父郡長瀞町長瀞 1417-1
Tel: 0494-66-0404　
E-mail: t660404@pref.saitama.lg.jp
ホームページ：https://shizen.spec.ed.jp/

講演内容

10：10 ～ 10：55

発表①考古学

「埼玉の旧石器研究

～１万６千年より前の埼玉～」

尾崎 沙羅　

( 埼玉県立歴史と民俗の博物館 学芸員 )

11：05 ～ 11：50

発表②考古学

「近世の墓地遺跡」

中島　萌

( 埼玉県立歴史と民俗の博物館 学芸員 )

13：15 ～ 14：00

発表③歴史

「中近世移行期における

　　　　　統一政権と武蔵国」

青木 裕美

( 埼玉県立文書館 学芸員 )

14：10 ～ 14：55

発表④民俗

「住まいが語る暮らしの記憶

―文化財の住宅に見る保存のかたち」

佐藤 夏美

( 埼玉県立歴史と民俗の博物館 学芸員 )

15：05 ～ 15：50

発表⑤自然

「地衣類はどこにいる？

～奥秩父の原生林から美術館まで～」

木山 加奈子

( 埼玉県立自然の博物館 学芸員 )

旧石器時代の埼玉県における遺跡

( 文化層 ) は、 約 800 か所が確認

されています。関東平野のほぼ真

ん中に位置する現在の埼玉県域の

旧石器時代の特徴について、実際

の遺跡の資料を見ながら考えます。

近世（江戸時代）の遺跡には、屋

敷や宿場をはじめ全国各地で様々

な発掘事例が蓄積されています。

今回は、近世遺跡のなかでも都市

江戸や埼玉県における墓地遺跡・

出土遺物について御紹介します。

住まいの保存は、建造物としての

保存が中心であり、長年そこで営

まれてきた生活が切り離されてし

まうことがあります。住まいが語

る生活の文化を伝える保存のあり

方を、文化財の住宅保存の事例か

ら考察します。

地衣類は菌類と藻類の共生体であ

り、県内でも環境に応じて多様な

種が分布します。また、絵画の背

景や珍味などにも用いられていま

す。本講演では、近年の調査をも

とに、県内の様々な場所で見られ

る地衣類を、文化的な面も含めて

紹介します。

豊臣秀吉による小田原攻めの後、

徳川家康の江戸入城によって関東

は新たな時代を迎えます。近年、

大きく研究が進展した織豊政権と

初期徳川政権を連続して捉えるこ

とで、統一政権と北武蔵の地域勢

力との関わりについて考えます。

申込方法

令和７年１２月１日 ( 月曜日 ) から１２月２１日 ( 日曜日 )
※抽選、返信：令和７年１２月２６日（金曜日）頃（予定）

申込期間

自然の博物館
トップページ

電子申請システムへの
入口はこちら

興味のある講演を

聴くだけでも OK ！

みなさまのご参加を

お待ちしています。


